
暖薗空拳邑薗韻瑞
浪相知司体こ榔中盤横溝

高鳥∴嘉
秋山三営燈氏の「ユートピア」をはじめ、これまでアナーキストのえかいて

きた共同体は、そのほとんどが嬢村共同体のイメージである．もちろん、農村

共同体をいかに建設し、運営するかの創造はたしかに大切なことであるし、直

接支配権カとの闘いはかりでなく、われわれの創造実践の場として能動即こ取

組むべき　ことに異存はない．

．しかしながら、戦後の都市における生産機構の膨大化は（必ずしも読市ばか

りでないが）その近代化とともに入関生活のあらゆる面に大きな影響を及ぼし

つつある．従って革命のビジョンとしては攫村共同体のみでは不充分であり、

当然・都市における生踵機構の組織と遼寧についても・その改造を探究されな

ければなら7柄、だろう．　　　　　　学

そして磯村共同体の場合はその朋芽の時期においては∴党議総力の側も見守

る程度に止め、政熊的にも直ちに弾圧することを差鞋えるであろう．しかし、

都市生産機構の場合は、すでに支配績カの笹理偉観下にあるのだから、反体制

側の変革闘争は日々つばぜりあいの攻防ととならざるをえないというのが特徴

であろう．

二重の丸久葺合
ところで秋山氏はユートピアのありかたを「私有財産制のない友愛に満ちた

社会」とし7まがらも、その通勤路線においては、民族主転にやや妥協的であり、

現行の選挙制度に参加してもっとも政簾的に近い政党を受持するという．私が

危惧を抱くのは、こうした路線でゆく時、自己の主体を硬失せぬまでも、時と

して大衆追随に陥入せざるを得ない場合も生じてくるのではないかということ

である．従って秋山氏が疑立的に見る革新政党が戦後の運動路線としてたどっ

てきた大衆追随教範（労駒番万溺）と結果においてどれ軽の藷があるだろうか．

革新政党は階級闘争を呼号していても、現実的には硬軟両線の戦略的政治闘争

に力点を注いできた．しかもそのような闘争方式が戦後20年を経過して　大

衆の内部変革をなし得ず、大衆の思想解放をなしえなかったことを立証したの

である．秋山氏の路線もその大衆追随性がある程度共同体の形成に成功し待て
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も大衆の内藤変革をなしうち韓に曇らかのて軍部毒という疑問譲iとは

ある．

しかし，戦後のこのような雑判点は、われわれ連盟についても指摘しうる←

ようだし、かく言う私自身己に拘ってつき刺さぬ臆ならぬ自己批判の匁なの、

である・例えは、本紙第9喝の喜藤織での秋山清氏の「ただ資質紬こ労鞠著

というものに鶏待する何ものかがあった」という一文や、寓じく第108号向

井氏の平和運転の操点を改めよという一文の中の「絹の平和へ？心僻、こ

れだけでは遵艶の味方でも土台でもない、むしろ全く流立する異質の敵とい

うべきものでめる」という20年にわたる平和連動の到達点としての青菜、

また加藤茂氏の労働者万能をいましめた一速の文章がその間の縁遠をよく撃

わしている．

では大衆追随路線に対立する運動路線とはいかなるものであろうか．浅薄

なる私の思考を放りみ嬬鮫で私なりに発言するならば、一つには外鶏の敵と

して表題総力との対決であろう・もう一つは大衆の甲の庶民性との闘いであ

るが・これについては究趣において自己内執こ暴くう庶民性との秘法となら

ざるをえない・このような受寵権力と自己の肩部に討するあくなき滞決を私

は二重の永久革命とみる・しかも・自己の鴨の庶民性との闘いは、吟と－り

の労勅書が自らの内郭思想を自らのカで鰯鼓しようとするものであり、サン

ジカー）ズムでいうところの「執勧者の艇殻は労勧暑自らの手で」という膏薬

が、必ずしも政治依存をいましめているばかりでなく・思想の聴変革蒋意

味するものであると私は琵緒している．

自由連合　第108号1965年4，i
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営繕的社会主義の復権

無心三姦雄，

一、空　想　的　社　会　主　義　と

科　学　的，社　会　主　義　の　対　立　解∴消

マルクス・ユングレス共著の「共産党宣言」発表以来、空想的社会主義へ手

向けられたいわれなき科学的社会主義の倣没恕礼の態度と不当なる穀視・浅

薄なる世人の科学的社会重義への付和雷同ぶりも、歴史発展の厳しい現実露

雲により、その対立の無愚昧がようやく世人に気付かれほやめたものの如く

である．っまり社会主義は、長い時間の空費の挙句、ここにその新しい出発

を余儀されるに要ったものと思われる．

科学は知煙の所塵である．その科学に依って見直された社会主義を諒学的

社会主義と統するのであれは、それはもはや社会主義ではない．愛想的社会

主義は構想力の所産である．諾々の撥馨・社会理想の現実化・それのやむは

やされぬ希求、それが初発形態の社会主義のあるユートピアの創作となった．

大輔織の基盤である葱欲がその塞話をなしている．吾い変えれば、科学的

召会主義以外のそれは幸福を追求するという善悪主義に依って交えられて

いる．

1917年のソ連邦の革命以来、マルクスあるいはレー＝∴ソの名を負う世界

の諮革命は、科学的決定論の明白なる収北の証左でしかないではないか．生

産力発展の段階に即応する社会構造の出現という必然説の崩蟻、資本家階級

という＋重りの集団以外の人辞の絶対窮乏化論の潤擬輩等、科学的予想の数

には陸続その空しさを暴露した．そして繚秦として残きれたもの一㌔すべて

これ意志活動そのものの成果であることをしめした，主知主義者は重患論蕾

にその席を譲ったのである．

要するに、社会の変革は社会主義の本流たる主恩薄暑の勝利こ帰したので

ある．

ただし、社会主義には一派しかないわけではない．空想的社会主義の段階
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においてすでにそうであった如く、穏カなき社会は考えられないという一

派と、それのない自由社会を希求する他の一派との対立は、いよいよこれ

からの開運として残されている．空想的社会主義の後纏は成った城国家

主義と無政府主義は本乗の土俵に戻されたのである．

二、権　力　な∴ぎ∴社　会　の　創　造　は

如　何　に　し　て　可　能　で　あ　る　か

過去のブナキストは、その勇敢の行軌こよっで，握力行使者を追放するこ

ことによって可能であるとした．そして国家怒カにはアナキストの暴力を以

て報ゆべしとしだ．吏読者の暗愚が憧界を麗惑させた．高ら殺しても支配

者は絶えはしなかった．アナルコ・サンジカリストは、ヾノレタス主義者と同

じく、労勧階級と握手することで生塵を廓毒させることで支配を放逐できる

とした・しかし、これも練熟であるとしらされた．これら匝按．増力行使、

あるいは民衆の蜂起を促すことで自由の王国に到達できるという信念は結局

輔に帰した．残された速は、暴力を放棄し、平和軽に、理想社会のモデル

を建設し、それが伝線こまって憤界を理想化しようとする企図である．ユート

ピア、共同体建設運動はかくして発足した．これは溺しい思いつきではない．

全勝の平和的アナキストはまさにとの遠を選んだ．トルストイの筏はこの遙

を歩いた．トルストイアンはキリスト教と同行した．だが、クロボトキシ（二

従うもので、怒力を捨てたものたちがこの途にたどりついた．忠通にみえな

がら、この途のほかに真に自由を築き上げる方途はないと私は考えている．

自らが旗力番となることを避け得、同胞を自らと同じく自由に撞くには他に

途はないと思われる．遅々として、いかにも地味な途であるが、これだすが

嬢葵怪を持っている．われわれに希望を与えるものは、ヾルチン・プーパー

が繚えだギブッのめるものが歩いた遙だ，

三、奉　福∴社　会　の∴鰭∴条　件

薗建社会から自由主義＝資本主義へ踏みとんだとき、われわれ日本人は、

たしか－こ一時は良き事績の社会にめぐり合ったと感じたようだ．だが、それ

は寅続きしなかった．武家階級の圧制の時代よりはましな世の中になったよ
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ぅ櫛がされたにら謹言。れ道々そ。正体があからさまになるにつ丸

で、－蔀金満家の先ずい気ままだけが、この世をわがもの顔にのさばりまわ

っているのを見出した．．なる謹、置按に生命にせまる危険は遍のいた．だが、

商人が武士に代ったにすぎないこと、生命へのなし崩しの危険は必ずしも隣

を断ったもではなかった．マルクス的にいったら「下品の唯物論」が、庶民

の呼吸さえ不可鮒こするほどの重さでのしかかってきたのであった．

勃々、資本主義とは蘭簗主翻こぼかならないものである．繭桑は都会が温

床であることにより、都会が権力の台座であることと潔い係わりを有ってい

る・諦念は田舎の搾取に困って存在なし得たものであり．文明とは都会的生

清の別語であるから、義山漁村の生き血をすするヨウカイの正体は文明なの

である・都会は定潜民なしでは生まれ得ない文化形態であることは見え易い

ところ・騨物の薬茎。暴投を採取し、食料となる動物を狩猟する原始民衆や、

遊牧民の創り得るものではない．襲繋民衆の出現だすがこれを可能にさせる

条件であろう．

しか＿」攫蜃かすが議集しても、その説に自ら耕作地の勧隈があるから、

彼らが薗ちに都会を創るには到らなかったであろう、暴力的支配者の座が都

会となったことは疑いないが、高盛典の支配纏の転移が僧から武家へ為され

た多くの蕾葵と、先史時代の史翫ミ、神殿を囲む都市住民の生活を物語って

いることと孝え合わせるとき、祁安　部会文化の中核だったのではなかろう

かと思わすものがある．あらゆる人間の不幸の連濁は葵に文即こ胚謄したに

頼通ない．

・幸福を約束する人間の生活は廃寮を基盤とし、人間に不可欠の物資を生産

する、公賓を臆さぬ工業と諮合した、小さな社会であろう．

人間は社会なしで生き得る動物ではない・社会は不可欠であるが、都市集

団や国家的集団は幸福を殺す悪しき文化であることに眼覚めねはならか、．

この悪文化、人類に苅するガンにすぎない文明は、人類葵200万年のうちの

最も新しい1万年前ごろから始まったものの如くである．マルクス的唯物論

は・これらの悉文化の必然的発展を説く“唯物論は下品であれ、高尚であれ、

瑚′は・人類生命の尊重に練を置くものでなく逆に人間の文明への危座を

勘、る悪魔の餌駒譲）る・資本家の飽くことを知らぬ和滴の追求といい．
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‡ふ　　　　　　　　慮森下
撞民や労働者・幼稚なる学生を　秘して、「党致報の　に整列させビラミッ

トの頂上から、幾百万●灘千万幾億の民衆に号令一下ん似て解放への前段階

をしいる鯛を成就することに狂奔する典龍義や，すべてこれ文明誓書

署にすぎない．

自分の幸福は　自分だけがこれを築き縛ることを摺れば、直接民主主義卸

の行なわれる農工業に立つアウタル坪の偉観を創立し樹すればならぬことに

思い到るはずである・かかる小社会を網胞とらそれの自由連合が世界を覆

うに至る偉観の盤に、永久平和の確立はなく、鶉の保証酔いのである・

各人の自由が、他の自由を侵すことなき限界まで伸長することが認められ、

発き平等の発言権が保証され、生産は能力に従って行暮われ必要に応じて

消費するという本来の共産鱒が可能となろう．勘こいう共産主義は決してこ

のような繊度を通ずるものではなく、それは公塵細こすぎな小．中央政府が

あって、生産を計画し・その果実を人数に寧じて分割しこれを各人に分与す

るくらいが繕一杯のところなのである意　ここに自由や平等を求めるなどは野

暮の骨頂というもの．水系爆弾開発の父サハロウ捲土、ノーベル文学賞の受

聾者ゾルジニツインの死の筈脳はここに由来するのである．，．

牽福祉会は道徳が規制する．勿詮上から下への道徳などという、似繭非も

の損はなく、真の人間平等の道衝くヒューマニズムと言ってもよい）縄互更

持●頼互扶擦象を有つ道徳が・法律や命令に肩代わりするはずである・

このような単位社会の創立は決して不可能ではない．ギブッは生きた謹録

である．勿論それは一日にしてならぬことローマの比ではないほど薗鰹な寧∴

菜であろう．平和の手段が平和の繕菜を約束することからいって　この途を－

外れては、郡部こ遼することは断じてできない．この英知の密得と伝抑こは

長い年月を襲するし、妨筈は必至である．

曲りなりにも、自由を旗田とする自由揺さ主義は、この膏薬をいく．

分なりと容易にさせるかも知れない．一旦全体主義の亀縛に陥ってから　そ

れからの脱出は何倍かの困難が加重するものと覚解せねはなるま卑・

この薗黍は、革命の如く比離搬日月で決潜に至るものではない．如、永

い不断の努力・前進だけが、ここに到らしめるのである．親から子へ詞頭語′レ

孫へ軍務何代かにわたる専業であることを、当初において覚悟すべき底
のそれなのである・　　　　31
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編　集　を　綾∴え　て
・自由連合（元、アナキスト連盟機関紙）紙上の「アナやズム・ユートピア

論争」といってよいと思える葺争（1964－1985年）があらだこれと、

秋山三富麓さんのこれ以外の論説を合わせた冊子を作ろうと思ったのは、英

国債熱の盛りのころであった．その時から、長期関経過した．’しかしここに、

「ユートピア論争」のタイプを打ち終えることができ、あとは、きれいに刷

れることを祈るのみである．（どうも見栄えのよいものとなりそうにもないが）

心有るひとは、それを承知で読んでいただきたい．まだ、秋山さんの他の論

説の一題（主に月刊ギブッ誌上のもの）は、偏光文庫の冊子として備北開露

の今井蕾が作る予定であを（もう出しているかもしれない）．そちらもぜひ．

（今井真治着の住所は、岡山県締鷲謡神郷町泊野　備北開描∴である．）

C）

侯は・秋山さんの風勢こ共感を覚える処が多い．秋山さんが述べる恕猛と

してのユートピア社会（自由社会）は、僕がいま頭でえがくものに近いよう

である・（僕のは運動と言えるようなものではなく、ガ苛が～もつ牧歌的璧想像

なのであるが…．）また、湊はアナキズムもなんとなく気に入っている．

あらためて言う必翼がないかも知れ壕が、階級観念のある、暴力革命を訴え

るそれではない．そういった撃ゆえアナ、華ズムがあるとすれば、僕はアナキ

スムに興味はない．

とは言うものの、僕がユートピアを考えるのは、頭のみに終っている．（

付）として収録した秋山さんの文を読む度に、僕が丘の理想と思うものを、

本当に理想と思っているのかヽ　と日嗣してしまう．

高鳥さんは、社会変革を行う場合、まず自己変革を行う必要があるように

述べられている．（60年代後半に流行した「自己否定」に近いここなのだろ

う．）

諒市に撞没することにより（現状に妥協することにより）、僕が熊でいる

とするなら、僕の頭の中の像は何であるのだろうか．

0

この範子が・策略運動に符ちかの役にたでは……．と思っている．

Ilヶ年卯　　　　　　　　　　　　　山本松男

（大阪帝位書区将田町10－37）
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